
ライオンズクラブ国際協会331－Ｂ地区

第４回キャビネット会議
2023－2024年度

稚内市開運町1丁目2－2
TEL 0162－23－8111

日　時：2024年４月６日（土） 
場　所：サフィールホテル稚内
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城阪国際理事：会員を意欲付け、より良い方向へ向かうようにすることがライオン誌の
役目である。国際理事は必要な時に注意を促すガードレールのような立場であり、編
集内容に関してはライオン誌委員で十分に検討して良いライオン誌を作ってほしい。
どのような考え方でこの原稿を掲載したのか説明してもらい、この先は同じようなこ
とが起こらないようにしていかなければならない。 

　　あいさつの後、出席者を確認し、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 
 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2023年7～12月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。収入の部では12月に上半期の国際協会翻訳料30,000円（予算執
行率25.0%）が入金された他、1月入金の上半期国際協会補助金11,519,062円
（同53.1%）を未収入金として計上。支出の部では、12月は印刷版ライオン
誌の発行はなかったため直接出版費は前月からほぼ変動はなく16,487,089円
（同51.8%）だった。毎月発行のデジタル版関連費は6回発行完了時点で
2,862,669円（同41.1%）だった。予算に沿って運営されていることを確認し
た。 
●国際本部からの翻訳料及び補助金 
　国際本部から12月に入金された翻訳料と、1月に入金された補助金の送金
通知書を確認した。 
●2024-25年度ライオン誌事業計画案 
　委員会として次年度予算案を作成するため、ライオン誌の事業計画を検
討した。発行回数は今年度と変わらず、印刷版年4回とすることを決定。予
算案に事務費を含めるべきかを社団の専務理事である増澤委員に確認した
ところ、事務費は含めずにライオン誌の編集・印刷の費用のみの予算案作
成を求められた。印刷・編集・発送の外注費の3社見積もりを取った上、4
月委員会で予算案をまとめて社団へ提出する。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2024年2月号（2月1日公開）出来 
　公開済みの2月号の出来を確認した。1月末に掲載を開始した「特集・能登半
島地震」で被災地支援に取り組むクラブから寄せられた情報を掲載。また団編
集長から、2月2～3日に石川県に入り輪島市門前町、能登町で支援活動の取材を
行ったことが報告された。団編集長の取材リポート記事は委員会後、各委員が
確認した後、掲載する。 
●2024年3～5月号更新予定（案） 
　3～5月号の主要コンテンツの内容を確認した。3、4月号の「取材リポート」
を一部変更し、能登半島地震の被災地支援に関する記事を追加。今後の地区及
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びクラブによる支援活動の情報を集め、可能な場合は委員による取材を行う。 
　3月号「日本ライオンズ情報」は全国アラートフォーラムの原稿を池原堅アラ
ート委員長に依頼済み。 
　4月号「国際理事だより」は国際理事3人に原稿を依頼し、春季国際理事会の
終了後、3月中を目処に提出をお願いする。 
●「取材リポート」取材対象候補 
「クラブアンケート」で収集した5～6月に実施予定のアクティビティのリ
ストから、取材候補を協議した。候補に上がった活動の詳細情報の確認と
取材対象の選定は、団編集長に一任する。 

 
3. 印刷版編集関係 
●2024年冬号（1月25日発行／81,100部）出来 
　1月25日発行の冬号の出来を確認した。冒頭あいさつでの両国際理事の求
めを受け、獅子吼欄に投稿原稿「クラブの主権を考える」を掲載した経緯
について団編集長、続いて藤谷委員長から、次の趣旨の説明があった。 

団編集長：編集部に届いた当該の投稿原稿の内容を委員長と編集長で精査
し、文中にかなりきつい言葉があるためそのまま掲載することは出来な
いと判断。投稿者に対し、穏当な表現に書き換えることが出来れば掲載
の可能性がある旨を編集部から連絡した。獅子吼の投稿はウェブマガジ
ンにも掲載しているが、当該原稿については一般の人が閲覧出来るウェ
ブでの公開は控えた方がよいと考え、掲載する場合には印刷版のみにす
ることを委員長と編集長で協議。その後、書き換え済み原稿をライオン
誌委員へ送って確認を求めたところ、掲載に反対する意見はなかった。
理事会方針書 第16章ライオン誌には『会員の意見は、それが必ずしも協
会の立場を表すものでないことを明記することを条件に、手紙又は記事
の形で載せることができる』とある。獅子吼は会員が自由に発言出来る
場とすべきとの判断から掲載することとした。 

藤谷委員長：掲載の経緯は団編集長の説明の通り。前回委員会の前に冬号
記事を送っており、内容については了承を得たものと理解していた。国
際理事への確認が不足していたことについて申し訳なく思っている。 

 
続いて各委員がそれぞれの意見を述べ、以下のような意見があった。 

「言葉の解釈の仕方は人によって異なるため、無難な形を探っていくしか
ない」 
「掲載を拒否すればSNSなど他に波及する危険があり、掲載すればそれに
対する批判もあって、判断が非常に難しい」 
「こうした原稿を全て排除することにも問題があり、高度な判断が必要」 
「今後、どのように掲載を判断するかしっかり考える必要がある」 

　委員が意見を述べた後、両国際理事から次の趣旨の発言があった。 
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鶴嶋国際理事：国際協会の補助金と会員の拠出金で発行する機関誌である
ことを鑑みると、掲載内容が国際協会の普及活動になるか、ならないか
を第一に考えるべき。活字が暴力になることもある。個人の意見とはい
え、活字になったことの影響は大きく、この問題が拡散した時の責任の
所在について委員会で考えてもらいたい。 

城阪国際理事：会員の意見は何を載せてもよいというものではなく、ルー
ルがあるべきで、この内容を掲載したことは遺憾。団編集長が触れた理
事会方針書の項の前段には「公式版の編集者は、国際理事会、複合地区
ガバナー協議会、又は地区キャビネットの方針に反する方針を支持して
はならない」とあり、ライオン誌にそぐわない記事は責任を持って外す
べき。どうしても載せるのであれば「国際協会の方針に反するものであ
るが、個人の意見である」という記載を入れる必要がある。 

　出席者の意見交換の後、団編集長から、委員によるしっかりとした議論
とより慎重な判断をもって編集に当たることとし、今回の件については今
後の状況を見ながら対応していきたいと述べた。これに対し鶴嶋国際理事
から、各委員が説明出来るように現時点での委員会としての統一見解を示
してはどうかとの助言があった。助言を受けて藤谷委員長が、団編集長と
共に文書を作成して各委員に送ると応じた。 
●2024年春号（4月25日発行）台割（案） 
　前回検討した台割に「特集①能登半島地震被災地支援」を追加した修正
案を確認した。国際協会配信「ミッション1.5」「国際理事だより：城阪国
際理事」「編集室：団編集長、増澤委員」「特集②：小児がん」。 
 「ミッション1.5」の記事掲載に関して城阪国際理事から、国際協会配信の
記事と共に、日本国内の進捗状況を伝える記事も掲載してはどうかとの提
案があった。日本国内の活動も一緒に掲載出来るよう、2月15日に開催され
るミッション1.5進捗報告会（愛知県名古屋市）の内容を取材するか、担当
リーダーに原稿を依頼するか、いずれかの方法で記事を作成する。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
●2024年3～4月取材経費概算 
　3～4月に行う取材の経費概算を確認し承認した。 
 

5. その他 
●ServannA（サバンナ）関係 
　前回委員会の決定を受けて、日本情報サービス合同会社（旧・JPインタ
ーナショナル）から新しい会員種別「特典会員」をサバンナに反映させる
ための見積り（110,000円）を取った。その内容について荘ITアドバイザー
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から説明を受け、機能を追加することを承認した。 
●ライオン誌公式SNS 
　ライオン誌が運用している公式SNSの登録者数のデータを確認した。SNS
登録者を増やすため、ライオン誌のSNS投稿に対して委員が自身のアカウ
ントで反応するよう努める。 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回開催予定】 
        3月 4日（月）14:00～16:00   第8回会議（Zoom） 
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　続いて各国際理事からあいさつがあり、それぞれ次の趣旨の発言があった。 

　鶴嶋国際理事「今年度は残り3カ月となり、残る期間でやり残すことのないように励
んでほしい」、濱野国際理事「ライオン誌の内容充実だけでなく、多くの人に読んでも
うための施策やアイデアを出し合って読者数を増やしてほしい」、城阪国際理事「藤谷
委員長から獅子吼に関する話があったが、これからはそのように編集をお願いした。今
年度初めに委員長、編集長から預かった質問事項に対する回答が、公式版ライオン誌に
関する権限を持つ国際本部の事務総長、マーケティング部長、法律部長から届き、現在
翻訳を行っている。バンクーバー国際理事会終了後の4月中に次回のライオン誌検討委
員会が開かれるかと思うので、その際に英語原文と日本語訳を提示したい」 

　田名部理事長からのあいさつでは、次の趣旨の発言があった。「前回委員会は欠席し
たが報告書を読み、また藤谷委員長から説明があった『獅子吼』の原稿に関しては国際
理事から意見を伺っている。ライオン誌日本語版委員会は一般社団法人日本ライオンズ
の中の委員会ではあるが、編集については全て委員会に任せており、編集について口を
出すことはこれからもないわけだが、編集方針のルールを外れてしまったことに対して
社団としてどう対処するかという指摘もある。社団の執行理事会と理事会でこの件を審
議し、さまざまな意見が出た。私としては社団として何かを罰するとか責任を取らせる
ということは避けたいが、再発防止のためには明確な措置を取らなければならない。こ
れについてどのように始末をするか、藤谷委員長、団編集長と協議して速やかに手を打
ちたい」 

　あいさつの後、出席者を確認し、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 
 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2023年7月～2024年1月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。1月は印刷版ライオン誌が発行され、年間4回中3回の発行が完
了した時点で直接出版費は24,347,765円（予算執行率76.6%）。毎月発行のデ
ジタル版関連費は7回発行完了し3,137,729円（同45.1%）。ライオン誌委員会
の旅費は１月に集合会議が開催されて285,000円（同45.2%）となった。予算
に沿って運営されていることを確認した。 
●2024-25年度ライオン誌事業計画案 
　前回委員会で、次年度予算案を作成するために3社見積を取ることになっ
たのを受け、委員による業者の推薦がないか確認。増澤委員から印刷会社
への打診をしており見積要項書を作成してほしいとの発言があった。印刷
及び発送に関する見積要項書を作成するよう事務局に指示した。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2024年3月号（3月1日公開）出来 
　公開済みの3月号の出来を確認した。 
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●2024年4～5月号更新予定（案） 
　4～5月号の主要コンテンツの内容を確認した。5月号「編集室」（印刷版流
用なし）の担当は渕野委員（337複合）の担当とすることを決定した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　前回委員会での協議を踏まえ、4～5月実施予定の奉仕活動の中から団編
集長が挙げた4件を6、7月号の取材候補とすることを決定。うち3件は日程
が確定していないため、掲載号は開催日によって調整する。また、6月実施
予定のアクティビティのリストを検討。取材候補とする奉仕活動は団編集
長に一任する。 

 
3. 印刷版編集関係 
●2024年春号（4月25日発行）台割（案） 
　基本の編成に8ページ増やした44ページの台割案を確認した。「特集①能
登半島地震」「ミッション1.5」（国際協会配信）「国際理事だより：城阪国
際理事」「編集室：団編集長、増澤委員」「特集②：小児がん」。 

 　国際協会から配信された「ミッション1.5」英語版を確認。記事は掲載必
須、表紙は掲載推奨の指定となっている。掲載推奨の表紙を使うかどうか
委員の意見を聞いた上、配信された表紙で編集作業を進めることにした。
また、前回委員会で指定記事と併せて掲載することにした日本国内のミッ
ション1.5進捗状況報告はオセアル調整事務局に手配を依頼済みで、報告原
稿が届き次第、確認することとした。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
●2024年4～5月取材経費概算 
　ウェブマガジン6、7月号の取材候補とした奉仕活動4件の経費概算を確認
し、承認した。 
 

5. その他 
●ライオン誌投稿欄（ウェブマガジン・印刷版） 
　前回委員会において、国際理事から印刷版冬号「獅子吼」に国際協会を
批判する内容を含む投稿を掲載したことを問題視する意見が出たことを受
けて、団編集長から2021-22年度ライオン誌日本語版委員会で策定した掲載
ガイドラインに関する説明があった。ガイドラインでは他者への誹謗中傷
や差別に当たるもの、営利目的の宣伝や勧誘に当たるもの、差別的表現な
ど人を不快にさせる表現を含むもの、委員会が掲載に不適と判断したもの
を含む原稿・写真は掲載対象から除外することとしている。団編集長は、
今後このガイドラインに沿って慎重に掲載可否を判断すると述べた。ま
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た、印刷版春号からは「獅子吼」欄内に、掲載原稿は個人の意見であり、
国際協会の立場を表すものではないこと、ライオン誌日本語版委員会がそ
の内容を支持するものではないことを明記するとし、記載する文章につい
ては用意出来次第、各委員に確認してもらうとの説明があった。 

　これに関連し、現在「獅子吼」で掲載保留としている投稿原稿1点の掲載
について協議した。団編集長から、原稿には個人の経歴に関する情報が含
まれていることから慎重に判断したいとの説明があり、出席者に意見を求
めた。投稿者の社会貢献活動に関する内容で掲載して問題ないとの意見が
大半だった一方、「掲載により執筆者が傷つくような事態が生じる危惧も
ある」という意見や「個別の内容よりも掲載することが会員の意欲を高め
るものであるかを基準に判断してはどうか」との示唆もあった。これらを
踏まえ、更に情報を確認した上で判断することにした。 
●ウェブマガジンの改修 
　団編集長から、PDF配布に切り替えた「ライオンズクラブ入門」の注文
フォームの削除や、ハッシュタグによる記事収集機能のキーワードなど、
基幹部分で改修が必要な箇所があるとの報告があり、制作を担当した業者
に見積を依頼することとした。 
●ServannA（サバンナ）関係 
　荘ITアドバイザーから、オセアル調整事務局へ問い合わせた懸案事項2件
の経過報告と説明があった。 

　Lion Portal移行に伴うeMMRについては、大きな影響はないとの国際本
部IT部長の回答ではあるが、技術担当者から回答が届くことになってい
る。また、新しい会員種別・特典会員の施行によるライオン誌発送対象の
変更はないことを確認した。 

　サバンナへの特典会員（学生会員、レオライオン、若年成人会員）の項
目追加については、前回承認された見積で発注し近くテストが出来る見込
み。 

閉会あいさつ　藤谷委員長 

【次回開催予定】 
        4月 8日（月）14:00～16:00   第9回会議（Zoom） 
        5月 9日（木）14:00～16:00   第10回会議（Zoom） 
        6月13日（木）14:00～16:30   第11回会議（集合／日本ライオンズ事務所） 
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•

•

•

•

•

奉仕活動の度に十勝毎日新聞に取材して頂いている。

ゴルフ、麻雀同好会、野遊会等レクレーションが、多い。

各委員長が、事務員任せではなく、役目を理解している。

昨年度は、３名、本年度は、２名の入会がありました。
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•

•

•

•

•

ボランティア団体の会員に入会の案内をする。

子ども食堂のボランティア団体と協同して奉仕をしている。

企画したレクレーションを通じて仲間意識と楽しさを感じる。

マスコミに取材して頂く。

•

•

•

•

•

収益のある奉仕事業等、新しいアイディアが必要である。

役職に就こうとしない人がいる。

地域の人々に伝達する手段を思いつかない。

新会員のスポンサーが、限られた人になっている。
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•

•

•

•

ライオンズクラブのイメージが悪い。

ボランティア団体との接触がない。

組織に興味がないので役職に就きたくない。

地域の人々に伝達する手段がない。





稚内キャビネット事務局
〒097－0022 稚内市中央4丁目15番16号 道北水産ビル1階

TEL 0162－73－3161  FAX 0162－73－3162
Ｅ-mail : wlions331b@outlook.jp


